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齢62.9 歳，男女比は 96:62．平均手術時間179 分，出
血量52 ml．観察期間中央値は41ヶ月で，合併症は13
















射後 ISR施行した．症例2 72歳男性 RbPに全周性
腫瘍あり．肛門温存希望強く原発巣・両側内腸骨リン
パ節に術前照射（TS-1内服併用）後 ISR施行した．い
ずれも根治的手術となり現在再発認めていない．
16. 直腸癌局所再発に対する 外科治療と今後
の課題
東北大学 生体調節外科，
同 消化管再建医工学分野，
宮城県がんセンター 外科
三浦 康，小川 仁
安藤 敏典，矢崎 伸樹
羽根田 祥，唐澤 秀明
鹿郷 昌之，木内 誠
西條 文人，田中 直樹
山村 明寛，佐瀬 友彦
鈴木 秀幸，木村 俊一
福島 浩平，椎葉 健一
柴田 近，佐々木 巖
外科治療の問題点を明らかにするため，再発巣の切
除を行った直腸癌局所再発症例24例について検討し
た．16例で治癒切除が施行できた．手術時間中央値は
530分，出血量は2,545 mlであった．手術後，治癒切除
例は非治癒切除例に比べて生存期間が有意に延長し
た．手術後1,000日以上の長期生存例は7例で，全例治
癒切除例であった．術前照射例では術後の在院期間が
有意に延長した．今後は重粒子線治療の適応症例を選
別していく必要がある．
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